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学校紹介01

・普通科６クラス １４３名（R6.4.8時点）
・創⽴１０２年（２０２２年度創⽴１００周年）
・三綱領「尚志・勉学・⾃主」
・COREハイスクールネットワーク構想
� 〜地域社会に根ざした⾼等学校の学校間連携・�
� 協働ネットワーク事業〜�（昨年度まで３年間指定）
  ⇒ 「各学校・課程・学科の垣根を超える⾼等学校改
    ⾰推進事業(学びの機会の充実ネットワークの
    構築)」(通称「垣根事業」)（採択されれば１年⽬）
・学⼒向上研究指定事業（総合的な探究の時間）２年⽬



02     研�主題、研�内�等



研究主題02-1

地域社会との有機的な連関の中で、課題の発
⾒と解決、さらには社会的な価値の創造に結
びつける資質・能⼒を育成するために、教科
横断的で協働的な学びを⾏う総合的な探究の
時間「尚志」を設定し、研究開発を⾏う。



研究主題02-1

地域�題の
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研究内容02-2

１ 地域への理解・郷⼟愛を深め主体的な課題発⾒･解決能⼒を培うための、地域社会の⽂化、
  ⾃然、産業といった各分野の望ましい探究活動の在り⽅に関する研究
２ より具体的で実践的な探究活動を⾏うための、効果的な地域の⼈的･物的資源の活⽤の⼯夫に
  関する研究
３ 令和５年度末で指定が終了する、COREハイスクール･ネットワーク構想で得られた知⾒や、
  他校とのネットワークなどの今後への⽣かし⽅に関する研究
４ 同じ課題を抱える他県の中⼭間地域の⼩規模校と連携することを通して、⾃らの探究をより
  客観的で実効性の伴うものへと発展させることへの研究
５ 連携型中⾼⼀貫教育の特⻑を⽣かした、対象中学校との連携による探究の⽅向性や価値
  の共有と、それに基づく系統的で深まりのある探究活動についての研究
６ 評価とそれに伴う個別最適化された学びの在り⽅についての研究



研究内容02-2
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「総合的な探究の時間（尚志）」３年間の⼤まかな流れ02-3

地域の���題に�して、有識者と��したグループによる�題��の��
とその �り�り

個�による�題研�の��と、⾃⼰を⾒つめ�り�ることで⾃�がどのように
して� �に貢�していくのかを�える��

⾃⼰の在り�⽣き�と⼀体的で、�決の�筋がすぐには�らかにならない�題
や� ⼀の正�が�在しない�題に�して、��な�々と�わり、個�またはグ
ループで� ��や�得�を⾒いだす��とその�り�り
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  ��理由��    ⾯���  等

  地域の有識者との�流       ⼩国���き  尚���     �内尚�発��   等

  地域の有識者との�流    インターンシップ  オンライン�流    �内尚�発��   等

３年間の「尚�」の⽬標�⾃⼰の在り�⽣き�を�えながら、よりよく�題を発⾒し、�決していく��的な���
びその�り�り （尚���）を�して、コミュニケーション�⼒をはじめとした��・�⼒を�成することを⽬指
す。また、�につけた⼒を⾃覚できることを促す。（別�ルーブリック�照）
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「総合的な探究の時間（尚志）」３年間の⼤まかな流れ02-3
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個�による�題研�の��と、⾃⼰を⾒つめ�り�ることで⾃�がどのように
して� �に貢�していくのかを�える��

⾃⼰の在り�⽣き�と⼀体的で、�決の�筋がすぐには�らかにならない�題
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評価の在り⽅を検討02-4
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評価基準「OGUNIルーブリック」02-4



03    活動内��告



活動内容報告①（地域の有識者による講演会Ⅰ〜Ⅳ）
【研究内容１、２】

03-1

Universe�Quest�代表�神⽥�みゆき�⽒によるSDGs講話
の様⼦（地域の有識者による講演会Ⅰ）

合同会社ogunist�代表CEO�野村�卓⾺�⽒ら
地域の有識者を招いたグループワークの様⼦
（地域の有識者による講演会Ⅲ）



活動内容報告②（ランチミーティング、職員研修、⼩国郷町歩き）
【研究内容１、２】

03-2

地域の有識者との意⾒交流ランチミー
ティング及び質問コーナーの実施

⼩国郷町歩き

職員研修及び情報交換会の実施



活動内容報告③（尚志講座、教科横断的な学びについて）
【研究内容１、２】

03-3

尚志講座実践例 教科横断的な学びを通じた探究的な学びの推進について



活動内容報告④（CORE、教科横断的な学びについて）
【研究内容３、４】

03-4 

COREについて

学校横断型探究プロジェクト合同授業の様⼦
［⾦ヶ崎⾼校・⼩国⾼校・
 ⾼千穂⾼校・⾜利特別⽀援学校］

⽜深⾼校とのコラボ



活動内容報告⑤（校内Instagramの開設、
����������������地域及び近隣中学校への情報発信について）【研究内容５】

03-5 

 



活動内容報告⑥（⾯談週間、校内尚志発表会、
������������������������������尚志『ジブンゴト』レポートの作成）【研究内容6】

03-6

 

⾯談の様⼦ 校内尚志発表会

（テーマ）
１年間の尚志の取組を通じて、どのような
ことを学び・経験し、どのような⼒が⾝に
ついたと思いますか？
また、来年度（⼜は将来）に向けてどのよう
な⼒を伸ばしていきたいと考えているか。

尚志『ジブンゴト』レポート



04    OGUNI-GOプロジェクト��



OGUNI-GOプロジェクト紹介
RKK（熊本放送）番組名：からふる 放送⽇：２⽉２４⽇
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05   これまでの研�の成果と�題



これまでの研究の成果と課題05

15

OGUNIルーブリック結果（１学年）



これまでの研究の成果と課題05

15

OGUNIルーブリック結果（２年１組）



これまでの研究の成果と課題05

15

OGUNIルーブリック結果（２年２組）



これまでの研究の成果と課題（○成果●課題）05

○ ルーブリック評価の換算値平均が１学年：（中間）2.509⇒（最終版）3.095に、２学年：
（中間）2.583⇒（最終版）2.925へとともに向上しており、⽣徒の⾃⼰肯定感の向上及びルー
ブリックに書かれている資質・能⼒が⾝についている⼿ごたえが各⽣徒に得られていることが
データよりわかる。
○ 上記のデータが得られた背景としては、①年間の尚志の⽬標でもある、コミュニケーショ
ン能⼒をはじめとした資質・能⼒を育成するため種々の実践が⾏えたこと、②例年より多くの
講演会を実施し、⽣徒が地域への理解を深め、⾊々な⾓度から物事をみられるようになったこ
と、③対外的な取組を通じて学校と地域の関わりが以前よりも密接になっていたことが成果要
因として挙げられるのではと推察する。
● 校内尚志発表会のアンケートより、地域からは⾼校⽣に対する期待感が伺われる⼀⽅、２
年⽣からは⽣徒⾃⾝の活動が多岐に渡ることへの困り感・不安感を訴える⽣徒が⼀部いたの
で、来年度継続実施予定の『OGUNI-GOプロジェクト』を軌道に乗せるためにも、プロジェク
トの内容をどのように整理するべきかが課題である。



「⾃分の興味のある分野と企画に、町の⽅々に共感していただき、企画を実現
させることができた。苦労もあったけれど、⾃分の町に貢献できたことや、多
くの⽅から協⼒していただいたり、感謝の⾔葉をもらえたことが嬉しい。」

これまでの研究の成果と課題05

�覚�性の�でも�しめる�ケ�ライトアップを�現



今後の取組06

・昨年度の課題の整理と、次年度に向けた地域の
有識者との連絡会議及び年間計画の⾻⼦の作成
・『OGUNI-GOプロジェクト』の新２年⽣への
引き継ぎ及び事前学習
・新年度、新たに加わる職員を含めての尚志の取
組への理解と実働に向けた組織体制の確⽴



ありがとうございました!
THANK YOU!

ご質問やご相談などありましたら、
お気軽にお問い合わせください!


